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　　　　　　　　　　問題と 目的

　近年，大学生 に お い て ，常習化 し た ギャ ン ブル 行 動 に よ っ

て．日常生 活 に支障を生 じ るケ
ー

ス が あ る こ とが報告 され て

い る （安藤，2000）。そ こ で ，本研究で は ギ ャ ン ブル が習慣的

に な っ て い る大学生 が，そうで ない 大学生 と比 べ て，リス ク

の 高い 賭 け を行 う リス ク テ イ キ ン グ行動 が 多い か ど うか を

検討するこ とを目的 とす る。

　　　　　　　　　　　　方法

対象者 ：21 か ら22 歳 （平均年齢 21 ．7 歳，SD ＝ O．47 ）の 男性

大学生 27 人 が参加 し た。

器具
・
用具 ：ゲー

ム を行うの に サイ コ ロ とサイ コ ロ を転が す

ガ ラ ス 製の 受 け皿 ，及び 各参加 者 が ポ イン トを計算す るた め

の 電卓 を使用 した。

ギ ャ ン ブ ル 課題 ： ギ ャ ン ブ ル 課題 と し て ，（1）1 か ら 6 の い ず

れ か を選択 し，的中時＋1000 ポ イ ン ト （以 下，P ），非的中時

一1000P ，（1）12，34，56 の 3 つ の 組み 合わせ か ら選択 し，的

中時 ＋500P ， 非 的 中時・500P ，（3）123，456 の 2 つ の 組み 合

わせ か ら選 択 し，的中 時＋ 200P ，非 的 中時・200P ，そ して

（4）1234 ， 2345， 3456 の 3 つ の 組 み合わ せ か ら選択 し，的中

時＋ 100P，非的中時
一100P ，か ら選 択 す る Game 　of 　Dice　Task

を用 い た 。 ゲーム で は，18 回 の 選 択機会が設定 され，参加

者は 1000P か らス タートし，3 名の 参加 者中最大の ポ イ ン

トを稼 ぐ こ とが 求め られ た。（1×2）は期待 収 支 がマ イ ナ ス の

ため，リス ク の 高い 選 択肢，（3）（4）は期 待 収 支が 0 か プ ラ ス

の た め，リス ク の 低 い 選 択肢 と した 。

手続き ： 大学内の 1 室にお い て，1 つ の 机 を 囲む よ うに座 っ

て もらい，3人 同時に実施 した 。 参加者 に は，選 択肢の 表の

中か ら1 っ 選 ん で も らい
， 選 ん だ 選択 肢 の 上 に お は じきを置

い て もら っ た。そ の 後，実験者が サ イ コ ロ を振 り，的中 し た

場 合 は ポ イ ン トが プ ラ ス され ，外 れ た 場合 ポ イ ン トは マ イ ナ

ス され る こ と を伝 えた。そ の 上 で ，（D全 部で 18 回 の 選 択 を

行 っ て も ら う事，（2）3 人 の 参加 者 で ポ イ ン トの 高い 順 に 順位

を着 け，1 位 が 1番 良い 賞品 が得 られ る こ とを説明 し た。

　試行後 に，各参加者 の ギ ャ ン ブル 経 験 を確認 す る ア ン ケ
ー

トを実施 した。

　　　　　　　　　結果お よび考察

　週 に 1 回以 上 ，ま た は 月 に 3 回 以 上 の ギ ャ ン ブル 経験 を有

す る参加者 をギ ャ ン ブ ラ
ー群，そ れ 以 下 の ギ ャ ン ブル 経験 の

参加者 を非ギャ ン ブ ラー群 と し た。両群 の リス ク の 高い 選 択

の 割合 を図 1 に示 した。
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　　 図 1　 両 群に お け る リス ク テ イ キ ン グ行動の 割合

　ギ ャ ン ブ ラ
ー
群 は 非ギャ ン ブラー群 と比 較 して ，リス クテ

イ キ ン グ行動の 割合 が有意 に 多い こ とが示 され た （t（25）＝

284
，」ワ

く ．Oltde）。

引用文 献

安藤明人 （2000）．大学生の ギ ャ ン ブル 行動 に 関 す る調査（2）

　　 目本教育心 理 学会総 会発 表 論 文集，42，262 ．

一107 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


